
主催( 一社) 街路樹診断協会九州支部

近年、日本各地において、巨樹や街路樹の倒木事故が頻

繁に発生している状況にあります。倒木の主な原因は、

樹木の腐朽病害によるものが多く、その発症原因や仕組

み等について理解を深めることが、造園・緑化関係者に

おいては重要であると考えられます。倒木事故事例の実

際を知り、街路樹の診断事例や樹木内部診断機器の実演

によって、危険度診断の重要性を深く認識する機会とな

りますよう、本研修会を企画いたしました。

研修内容

○街路樹の倒伏･落枝の実態と対策

飯塚康雄（国土交通省国土技術政策総合研究所）

〇九州での街路樹診断

松本幸生（一般社団法人街路樹診断協会）

〇生育不良の沿岸街路樹シマトネリコ土壌調査結果

柿本雅子（一般社団法人街路樹診断協会）

第15回樹木危険度診断研修会
～樹木の効用と安全性の確保に向けて～

10/13
令和５年

13:00 ～ 17:00

大分県総合社会福祉会館
多数の方の参加をお待ちしています。参加ご希望
の方は、裏面の申込書でお申込みください。
参加無料

金



第 15 回 樹木危険度診断研修会 

日  時 10 月 13 日（金） 13:00～17:00 

場  所 
大分県大分市大津町２丁目１番４１号 大分県総合社会福祉会館 3階  

https://www.oitakensyakyo.jp/access/ 

主  催 一般社団法人 街路樹診断協会 九州支部 

プログラム 

13:00～13:20：受付 

13:20～13:30：開会挨拶 

13:30～15:00：｢街路樹の倒伏・落枝の実態と対策｣ 飯塚 康雄 

15:00～15:10：休憩 

15:10～16:10：｢九州での街路樹診断｣ 松本 幸生 

16:10～16:50：「生育不良の沿岸街路樹 

シマトネリコ土壌調査結果」柿本 雅子 

16:50～17:00：閉会挨拶 

講師プロフィール 

飯塚康雄(国土交通省国土技術政策総合研究所緑化生態研究室)／樹木医。主に生態系の保全･         

都市緑化･のり面緑化に関する調査を担う。研究成果は｢街路樹の倒伏対策の手引き 平成 24 年 1 月｣､

｢街路樹再生の手引き 平成 28 年 3 月｣等多数。著書･共著は｢沖縄における都市緑化樹木の台風被害

対策の手引き 平成 23 年 1 月｣､｢道路緑化技術基準･同解説(公社)日本道路協会 平成 28 年 3 月｣等。

｢筑波研究学園都市における街路樹の維持･再生計画策定委員会｣委員(平成 28 年度)等､複数の委員も

務め､最近の研究課題は｢都市緑化樹木の維持管理に関する調査研究｣。 
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第 15回 樹木危険度診断研修会 

参加申込書  FAX：０９７－５３４－２２９９  締切：9月３０日(土) 

 

（フリガナ）    

代表者氏名：①  所属：  

電話：  E-Mail：  

代表者以外の参加者   

No. 
フリガナ 

所属 
氏  名 

② 
 

 
 

③ 
 

 
 

 

【お問合先】一般社団法人街路樹診断協会 九州支部 大分会員 

〒870-0024 大分県大分市錦町 1 丁目 9 番 24 号 株式会社 栗木精華園 
TEL ０９７－５３２－９００８ 担当者 柿本雅子（携帯 ０９０－３５８７－３２３８） 

【一般社団法人街路樹診断協会 九州支部 事務局】 

〒808-0124 福岡県北九州市若松区大字安屋 900 番地 11 
TEL･FAX：093-741-0022  E-Mail：honsha@sannomiya-zouen.co.jp 
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